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2020 年が始まりました。今年の干支は「庚子（かのえ・

ね）」、庚は「改める」「改まる」という意味があり、子は、「増え

る」という意味があるので、新しいことを始めるとうまくいく、

新たな芽吹きと繁栄の始まりといわれます。2020 年は進化する

年、新たな成長へと小さな一歩一歩を丁寧に積み重ねる一年にし

てまいります。 

横浜市は、昨年のラグビーワールドカップの盛り上がりを今年

の 2020 東京オリンピック・パラリンピックにつなげます。新市

庁舎の完成、環状北西線の開通などまさに「芽吹き」を感じる一

方で、IR(カジノ)誘致の是非を考える一年にもなります。 

どうぞこれまで同様に今年もご指導、ご鞭撻いただきますよう

よろしくお願いいたします。 

韓国には 17 のカジノ施設があり、そのうちの一つ「江原(カン

ウォン)ランド」は、唯一自国民が入ることのできるカジノ施設を

備えた IR 施設です。江原道の主要産業であった炭鉱が閉鎖をして

いく中、地域の新たな観光産業を興すために「カジノ」を選択し

2000 年に一部先行オープン、2003 年に正式オープンしました。  

ふもと理恵は、このカンウォンランドと、江原道の 4 都市の一

つジョンソン郡を訪問し、カジノの規制や依存症対策、カジノのあ

る街の変化や課題を調査しました。 

ソウルから車で東へ 40 分ほど走ると、周りの景色は山林が続

く景色に代わり、さらに 2 時間半走った大変離れた地域にカンウ

ォンランドがあります。 

カジノがオープン前に内部を視察しました。(中は写真撮影禁

止)。面積 12.793 ㎡（3.870 坪）、180 台のテーブルと

1.360 台のスロットマシーンを有しています。来場者は、シーズ

ン中は一日 10.000 人、シーズンオフでも 7.000 人の入場があ

るため、テーブルの取り合い(売買)が行われないように規制がか

けられています。そのほかにも、入場は月に 15 回まで、２月続

けて 15 回カジノに入ると、賭博中毒センターと呼ばれる施設で

カウンセリングを受ける、韓国人は入場料 9000 ウォン(約 900

円)、午後 12 時～午前 6 時までの 18 時間営業、などの規制対

策を行っています。 

 

 



 
カジノ施設のすぐそばに「賭博中毒管理センター」があり、予防・相談・治癒 再発防止・リ

ハビリ再発支援を専門の職員が対応します。朝から、10台ほどのテーブルに相談する人たち

がいました。その隣で、12 時の開店を待ってロビーに 200 人程度の人が並んでいる状態で

す。ゲーム規制やギャンブル依存症の対応があり、すぐそばにカジノがある光景は不思議に映

りました。 

カジノオープンを待つ人々と、賭博中毒管理センター。相談者が作った作品が並ぶ 

その後、ジョンソン郡庁を訪問し、まちの変化や課題について伺うとともに、横浜市につい

て貴重な提言をいただきました。 

キム・バンギュル副郡主が迎えて下さり、開口一番「カンウォンは炭鉱閉山でカジノを選択

したが、なぜ、横浜がカジノを選択しなければいけないのですか？」の質問を受けました。 

ジョンソン郡の税収に占めるカンウォンランドの担税率は、ここ 3 年は 50％前後(約 200

億ウォン)と大変高く、「廃鉱地域開発支援に関する特別法」に係る関連予算の大部分を道路・

建物など基盤施設に投資して生活環境は改善できましたが、住民生活と密接な医療、教育など

に関する予算投入は相対的に至らない状況です。 

カンウォンランドは、地域貢献として事業のアウトソーシングや地場産の食材利用をしてい

ると話されましたが、その割合は大変低いということです。また、雇用の創出で 75％を地元

の人を採用しているというが、正規雇用は少なく、ほとんどが派遣雇用であるため、生活の安

定が図られません。さらには、今回立ち寄ることはできませんでしたが、ゴハンとザブク地区

は、闇金や風俗店などが立ち並び、学生が劣悪な教育環境にいることを憂慮されていました。 

こうした環境の悪化も相まって、1978年に 14万の人口が、2019年は 3 万 7千人に急減

しました。これらを踏まえて、横浜では雇用創出の内容を十分に吟味するべきとのご示唆をい

ただきました。 

 地元出身経済課チェ・グァシク係長は「カジノは接近性(町からの距離)と没頭性(依存症の

リスク)に密接な関係がある。横浜は、まちの中心にカジノを作ると聞いているので、十分

に、慎重に、検討すべきだ。」と述べられました。 

  

改めてカジノに頼らない横浜 

を目指すべきとの思いを強くし 

た視察となりました。住民投票 

の受任者集めをこれからも展開 

していきます。 

 



 

 ＜都市計画道路中田さちが丘線＞ 

中田さちが丘線は、泉区中田東一丁目を起点として旭区善部町に至る延長約５．９ｋｍの横浜

市西部を南北に連絡する幹線道路です。これまで、泉区岡津町の県道瀬谷柏尾から緑園一丁目ま

で、延長１，０５０ｍの区間で事業を進めており、その内、緑園都市側から名瀬街道までの７８

０ｍの区間は、平成２１年２月に開通しました。岡津の地域からは、「いつになったら全体が開

通するのか、工事が進んでいるように見えない」とのお声をいただいていました。中田さちが丘

線（岡津地区）は、山林を伐採し、大規模な切土掘削を伴う工事となるため、まずは影響する範

囲の用地取得を進め、名瀬街道から県道瀬谷柏尾までの２７０ｍ区間の整備を進めてきました。

現在、2０２１年 3月の供用開始を目指しています。中田さちが丘線の開通により、名瀬街道か

らの交通の転換が図られ、岡津電話局前交差点の慢性的な渋滞の解消などの効果が期待できま

す。 

 

 

 区内では、交差点を改良しボ

トルネック解消につながる路線

の整備や、幹線道路と合わせて

整備することで効果が一層高ま

る路線の整備、公共機関の利便

性向上につながる路線の整備な

どを進めています。 

 

 

 

 

2020年 3 月整備完了予定の 

萩丸交差点 

平成 26 年に返還された旧深谷通信所は、平成

30年 2 月に跡地利用の基本方針となる「深谷通信

所跡地利用基本計画」を策定しました。 

これに基づき、都市において重要な施設(道路・

公園・公園型墓園)を将来にわたり位置づけるの都

市計画決定に向けた検討を進めています。 
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 その一歩として、2020年から環境影響評価(環境アセスメント)がスタートします。これは、

事業の実施が環境に及ぼす影響について環境に関する項目ごとに調査、予測、評価を行い、環境

保全のための措置を検討し、その措置を講じた場合の環境影響を総合的に評価することです。す

でに地域の方から、水循環や生物多様性について具体的なご意見をいただいています。事業や地

域の特性などを考慮したうえで、環境評価手続きが進むよう注視してまいります。また、通信隊

バス停前のトイレ整備(令和 2年 4月使用開始予定)や、多目的広場の暫定利用が進みます。 


